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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

医
療
界
お
よ
び
関
係
各
位
の
ご
指
導
・
ご
支
援
に
よ

り
、
当
協
会
は
設
立
３
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
、
ま
だ
創
成
期
に
あ
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
昨
年
の
第
４
回「
医
療
経
営
士
３
級
」試
験
に
お
い
て

合
格
者
が
１
０
０
０
人
を
突
破
、
な
お
も
多
く
の
方
々
か

ら
の
受
験
の
ご
要
望
を
頂
戴
す
る
な
ど
、
そ
の
反
響
の
大

き
さ
と
責
の
重
さ
を
か
み
し
め
て
お
り
ま
す
。

「
医
療
経
営
士
２
級
」に
お
き
ま
し
て
は
、
第
２
回
試
験

を
経
て
、
70
名
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
、
第
２
回

い
ず
れ
の
試
験
も
合
格
率
２
割
弱
の
難
関
で
し
た
が
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
方
々
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、「
経
営
課
題
の
解
決
者
」
た
る
人
材
と
し
て

１
０
０
０
人
の「
３
級
」を
先
導
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
は
そ
の
名
に「
実
践
」を
冠
し
て
い
る
と
お
り
、

「
経
営
の
実
践
家
」の
育
成
を
本
分
と
し
て
お
り
ま
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
試
験
合
格
さ
れ
た
医
療
経
営
士
の
皆
様

が
現
場
で
役
立
つ
経
営
実
践
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
研

修
活
動
に
も
重
き
を
置
き
、

そ
の
運
営
主
体
と
し
て
地
域

支
部
を
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。当

協
会
設
立
と
同
時
に
、

支
部
の
設
立
・
稼
働
に
も
着

手
し
、
現
在
、
関
東
、
関
西
、

北
陸
の
３
支
部
が
稼
働
。

２
０
１
２
年
に
は
東
海
、
中

国
、
九
州
が
設
立
の
運
び
と

な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
来

年
度
中
に
は
北
海
道
、
東
北

支
部
の
設
立
も
視
野
に
入
れ

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
46
の
都
道
府
県
に

お
い
て
医
療
経
営
士
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
医
療
経
営
士

ど
う
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
立
さ
れ
、
情
報
交
換
・
共

有
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
支
部
設
立
の
た
め
の
基
盤
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先
の
東
日
本
大
震
災
は
、
皆
様
に
と
っ
て
も
決
し
て
忘

れ
ら
れ
な
い
悲
し
い
出
来
事
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
な
く

な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

こ
の
震
災
は
、
有
事
の
際
に
医
療
を
提
供
し
続
け
る
こ

と
の
重
要
さ
と
難
し
さ
を
、
私
た
ち
医
療
に
関
わ
る
者
に

突
き
つ
け
ま
し
た
。
情
報
が
錯
綜
し
、混
乱
を
極
め
る
中
、

１
カ
月
を
待
た
ず
、
そ
の
復
興
状
況
、
経
営
部
門
の
役
割

に
つ
い
て
、
宮
城
県
仙
台
市
、
福
島
県
喜
多
方
市
の
２
名

の
医
療
経
営
士
が
本
紙（
５
月
号
）に
報
告
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
医
療
従
事
者
と
共
に
現
場
を
支
え
る
裏
方
と
し

て
の
奮
闘
ぶ
り
は
、
全
国
の
医
療
経
営
士
た
ち
を
勇
気
づ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

わ
が
国
の
多
く
の
地
域
で
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
目
の
前
の
患
者
を
救
う
」と
い
う
医
療
の
原
点
を
、

見
つ
め
直
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︱
︱
。
医

療
の
本
懐
と
そ
れ
を
支
え
る
経
営
を
同
時
に
機
能
さ
せ
る

べ
く
、
医
療
経
営
士
た
ち
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

最
後
に
、
干
支
で
あ
る「
辰
」が
如
く
、
医
療
経
営
士
の

皆
様
に
と
っ
て
本
年
が「
飛
躍
の
年
」と
な
る
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
１
２
年
医
療
経
営
士
た
ち
の

大
い
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま
す

全
国
の「
医
療
経
営
士
３
級
」合
格
者

１
０
０
０
人
突
破
、「
２
級
」は
70
名
に

謹
賀
新
年
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［第1特集］
病院大合併時代を迎えて変貌を遂げる

地域医療の未来
  福井次矢 財団法人聖路加国際病院院長

 岩崎夏海
 『 もし高校野球の女子マネージャーが
 ドラッカーの「マネジメント」を読んだら』原作者

「医療経営士」情報を知り、「医療経営」を深めるための1冊

新春
対談

吉原健二代表理事

２
０
１
０
年
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
。

設
立
３
年
目
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
と
、

支
部
設
立
・
稼
働
に
よ
る
地
域
活
動
の
本
格
化
を
目
指
し
ま
す
。

吉
原
健
二
代
表
理
事
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
並
び
に
協
会
活
動
に
つ
い
て
の
抱
負
を
お
伝
え
し
ま
す
。

地
域
支
部
設
立
・
稼
働
に
よ
り

会
員
間
の
交
流
、研
修
活
動
の
充
実
を
目
指
す

継
続
提
供
が
医
療
の
使
命
。サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
の
医
療
経
営
士
の
活
躍
に
期
待
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① 

伊
波 

芳
裕

株
式
会
社
琉
球
銀
行
石
川
支
店
支
店
長

／
医
療
経
営
士
３
級

② 
梅
原
　
隆

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
大
阪
公
会

計
部
パ
ー
ト
ナ
ー

③ 

奥
田 

典
生

学
校
法
人
関
西
医
療
学
園
専
門
学
校
事

務
室
長
・
理
学
療
法
学
科
兼
任
教
員
／

医
療
経
営
士
３
級

❶
会
計
監
査
や
地
方
独
立

法
人
化
支
援
業
務
で
病
院

関
係
の
仕
事
を
し
て
き
た

の
で
、
知
識
の
再
整
理
の

た
め
に
２
級（
直
接
）受
験

を
決
意
。

❷
夏
休
み
を
利
用
し
、

３
・
２
級
テ
キ
ス
ト
を
通

読
し
、
９
、
10
月
は
週
末

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
２

度
目
の
テ
キ
ス
ト
読
破
。

直
前
１
週
間
は
診
療
・
介

護
報
酬
の
み
学
習
。

❸
い
ろ
い
ろ
な
方
と
知
り

合
い
、
実
践
で
共
に
考
え

な
が
ら
、
会
計
の
専
門
家

の
立
場
で
病
院
の
経
営
改

善
の
役
に
立
ち
た
い
。

❹
講
義
形
式
で
は
な
く
、

実
践
に
基
づ
く
、
考
え
る

（
討
議
形
式
）研
究
会
の
開

催
、
ま
た
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
げ
る
交
流
の

場
の
設
置
を
望
む
。

④ 

奥
田 

由
紀

医
療
法
人
天
真
会
南
高
井
病
院
経
理
課

／
医
療
経
営
士
３
級

⑥ 

長
　
英
一
郎

東
日
本
税
理
士
法
人
副
所
長
／
医
療
経

営
士
３
級

❶
職
務（
保
健
行
政
関
係

の
講
義
担
当
）
上
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
知
識

向
上
の
必
要
性
と
、
実
習

先
等
病
院
職
員
と
の
情
報

交
換
の
中
で
生
ま
れ
た
医

療
経
営
へ
の
興
味
。

❷
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
し

た
学
習
。
分
か
ら
な
い
項

目
や
不
得
意
な
項
目
は
関

係
文
献
を
調
べ
、
時
事
的

な
話
題
の
情
報
収
集
に
も

努
め
た
。

❸
医
療
資
格
者
の
教
育
・

輩
出
を
通
し
て
、
医
療
福

祉
経
営
に
貢
献
し
た
い
。

❹
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
関
す
る
講
習
事
業
や
会

を
通
し
た
会
員
相
互
の
情

報
交
換
が
で
き
れ
ば
あ
り

が
た
い
。

❶
診
療
報
酬
算
定
の
た
め

の
施
設
基
準
や
介
護
報
酬

の
仕
組
等
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

病
院
に
増
収
提
案
を
す
る

上
で
役
立
つ
と
考
え
た
た

め
。
特
に
医
療
・
介
護
の

複
合
型
経
営
を
行
う
法
人

に
有
用
な
情
報
を
提
供
し

た
く
受
験
を
決
意
。

❷
３
カ
月
ほ
ど
テ
キ
ス
ト

で
学
習
。
理
解
し
に
く
い

箇
所
は
そ
の
つ
ど
診
療
報

酬
点
数
表
や
介
護
報
酬
点

数
表
等
を
調
べ
た
。

❸
今
回
の
医
療
・
介
護
報

酬
同
時
改
定
や
社
会
保
障

改
革
を
ふ
ま
え
た
施
設
基

❶
３
級
資
格
を
取
得
し
、

深
い
知
識
を
得
て
、
今
後

⑦ 

越
智 

理
仁

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
鳥
取
医

療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
企
画
課
業
務
班
算

定
病
歴
係
長
／
医
療
経
営
士
３
級

❶
今
後
、
病
院
運
営
に
携

わ
る
こ
と
を
想
定
す
る

と
、
２
級
範
囲
の
知
識
習

得
は
必
須
で
あ
り
、
３
級

に
合
格
し
た
て
の
今
が
タ

イ
ミ
ン
グ
と
し
て
一
番
と

判
断
し
た
た
め
。

❷
昨
年
４
月
か
ら
半
年

間
、
テ
キ
ス
ト
を
熟
読
す

る
と
共
に
、
電
子
書
籍
の

予
想
問
題
集
を
解
い
て
感

覚
を
つ
か
ん
だ
。
ま
た
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
や
介
護
に
な
じ
み

が
薄
か
っ
た
の
で
、
直
前

期
に
厚
生
労
働
省
が
公
表

し
て
い
る
資
料
等
を
サ
ブ

テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
。

❸
病
院
事
務
職
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
の
で
、

ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
医
療

経
営
の
実
践
、
特
に
Ｓ
Ｗ

Ｏ
Ｔ
分
析
や
Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
利

 第2回「医療経営士２級」
資格認定試験合格者 一挙掲載
質問の内容／ ❶「医療経営士」を知ったきっかけ、取得のきっかけ、❷受験対策（受験を通して学んだこと）、❸「医療経営士２級」として、今後どのようなこと（医療経営において）に取り組

みたいか、❹「医療経営士２級」として、今後どのようなバックアップを日本医療経営実践協会に望んでいるか（掲載は五十音順）

2011年10月30日に行われた第２回「医療経営士２級」（一般
社団法人日本医療経営実践協会主催）の合格者（合格率
18.8％）にインタビュー、アンケートを実施した（回答者22名）。

38名が
合格！ ！

の
仕
事
に
活
か
す
た
め
２

級
受
験
を
決
意
。

❷
仕
事
や
家
事
、
育
児
の

合
間
に
１
カ
月
ほ
ど
で
テ

キ
ス
ト
に
目
を
通
し
、
電

子
書
籍
の
予
想
問
題
集

（
長
英
一
郎
氏
作
問
）を
利

用
し
て
、習
熟
度
を
確
認
。

現
在
の
業
務
内
容
と
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
関
連
が
深

く
、
楽
し
ん
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

❸
今
ま
で
の
知
識
、
経
験

と
共
に
、
勉
ん
だ
理
論
を

活
か
し
、
病
院
の
安
定
し

た
経
営
の
手
助
け
を
し
て

い
き
た
い
。

❹「
外
の
世
界
」と
の
関
わ

り
が
少
な
い
医
療
機
関
の

事
務
職
員
の
た
め
の
交
流

の
場
を
設
け
て
い
た
だ

き
、
人
の
輪
、
仕
事
の
幅

を
広
げ
た
い
。

❶
院
長
か
ら
渡
さ
れ
た

﹃
最
新
医
療
経
営
フ
ェ
イ

ズ
３
﹄（
日
本
医
療
企
画
）

掲
載
の「
第
１
回
試
験
」の

広
告
を
見
て
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
が
刺
激
さ
れ
、
挑

戦
を
決
め
た
。

❷
約
２
カ
月
前
か
ら
就
寝

前
１
時
間
ほ
ど
の
学
習
を

続
け
た
。
タ
イ
ト
ル
、
目

次
、
キ
ー
ワ
ー
ド
、
図
表

を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
、
日

常
業
務
と
の
関
連
を
イ

メ
ー
ジ
。内
容
が
面
白
く
、

な
か
な
か
次
に
進
ま
な
い

と
い
う
嬉
し
い
悩
み
も

あ
っ
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
講
師

の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

て
心
強
く
感
じ
た
。
試
験

⑧ 

小
野 

次
郎

医
療
法
人
雄
仁
会
加
藤
病
院
診
療
技
術

部
部
長

⑨ 

金
城 

悠
貴

横
須
賀
市
立
う
わ
ま
ち
病
院
総
務
課
兼

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
係
長
／
医
療
経
営

士
３
級

⑤ 

小
倉 
將
信

自
民
党
東
京
23
区
選
挙
区
支
部
長

（
日
本
医
療
企
画
）
受
講

後
、
重
要
項
目
を
意
識
し

な
が
ら
テ
キ
ス
ト
を
一

読
。

❸
医
療
の
質
と
効
率
性
を

両
立
さ
せ
る
医
療
従
事
者

の
努
力
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

医
療
制
度
の
実
現
の
た

め
、
２
級
受
験
で
得
た
知

識
や
病
院
経
営
の
現
場
で

培
っ
た
経
験
を
活
か
し
た

い
。

❹
医
療
経
営
に
関
す
る
情

報
交
換
の
場
の
常
設
。

準
や
各
種
指
定
の
取
得
、

診
療
報
酬
改
定
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
に
取
り
組

み
た
い
。

❹
医
学
・
看
護
の
基
礎
知

識
を
試
験
科
目
も
し
く
は

合
格
後
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー

に
入
れ
て
ほ
し
い
。

用
し
た
経
営
改
善
に
取
り

組
み
た
い
。

❹
病
院
業
界
に
勤
務
し
て

い
て
、
他
の
病
院
グ
ル
ー

プ
や
他
の
業
界
と
交
流
す

る
機
会
が
著
し
く
少
な
い

の
で
、
ど
ん
ど
ん
交
流
の

場
を
設
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
実
際
、
関
西
支
部
の

勉
強
会
に
何
回
か
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
非

常
に
有
益
だ
っ
た
。

１
週
間
前
か
ら
は
暗
記
、

計
算
が
必
要
な
項
目
に
重

点
を
置
い
た
。
次
々
に
興

味
が
湧
い
て
く
る
の
で
楽

し
ん
で
挑
戦
で
き
、
合
格

後
も
継
続
し
て
復
習
し
て

い
る
。

❸
私
が
勤
務
す
る
地
域
で

は
、
地
域
と
医
療
、
介
護
、

行
政
が
連
携
し
て
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
作
り
を
進
め
て
い
る
。

当
然
す
べ
て
の
こ
と
に
人

材
、
財
源
が
絡
み
、
経
営

感
覚
が
必
要
。
２
級
合
格

に
向
け
て
学
ん
だ
こ
と
を

活
用
し
た
い
。

❹
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
、
医
療

行
政
の
動
き
等
の
分
析
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
経
営
や
再
建
と
医
療

経
営
士
の
関
わ
り
の
実

例
、
検
証
を
重
ね
て
い
た

だ
き
た
い
。

❶
実
務
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
体
系
だ
っ
た
知
識
を

得
る
た
め
、
ま
た
業
務
の

質
を
高
め
る
た
め
の
素
養

と
し
て
取
得
を
決
め
た
。

❷
テ
キ
ス
ト
を
ノ
ー
ト
に

❶
金
融
業
界
か
ら
転
身
し

て
病
院
経
営
を
手
伝
う
こ

と
に
な
り
、
短
期
間
で
病

院
経
営
の
基
礎
知
識
や
実

践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得

で
き
る
と
思
っ
た
た
め
。

❷
１
カ
月
間
。
時
間
が
な

か
っ
た
の
で
、
直
前
講
座



2012年新年号3　2012年（平成24年）1月1日（日曜日）

❶
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
に

な
り
、
資
格
の
取
得
を
考

え
、
医
療
関
係
の
資
格
を

調
べ
て
い
た
際
に
当
資
格
と

出
合
い
、
内
容
に
惹
か
れ

取
り
組
む
こ
と
を
決
意
。

２
級
は
よ
り
実
務
的
と
考

え
て
い
る
。

❷
学
習
期
間
は
２
カ
月
超
。

休
日
、
通
勤
時
間
、
昼
休

み
等
を
利
用
し
て
テ
キ
ス

ト
に
ラ
イ
ン
を
引
い
て
一読

⑩ 

黒
川 

典
誉

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
九
州
医

療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
室
業
績
評
価
係

長
／
医
療
経
営
士
３
級

❶
書
店
で
偶
然
、
試
験
案

内
の
帯
の
つ
い
た
テ
キ
ス

ト
を
見
か
け
た
の
が
最

初
。
勉
強
す
る
な
ら
試
験

に
挑
戦
す
る
方
が
励
み
に

な
る
と
決
意
。

❷
試
験
前
の
２
カ
月
間
、

毎
週
末
に
テ
キ
ス
ト
を
ひ

た
す
ら
読
ん
で
要
点
整

理
。
特
に
専
門
分
野
は
テ

キ
ス
ト
記
載
内
容
が
そ
の

ま
ま
で
は
な
く
実
践
応
用

⑪ 

桑
原 

正
昭

医
療
法
人
春
水
会
山
鹿
中
央
病
院
事
務

部
事
務
局
長
／
医
療
経
営
士
３
級

❶
院
長
が
医
療
経
営
士
試

験
挑
戦
を
幹
部
に
呼
び
か

け
、12
名
が
３
級
に
合
格
。

今
後
、
当
院
が
繁
栄
し
続

け
る
た
め
に
は
、
各
自
が

医
療
経
営
に
つ
い
て
学
習

し
、
知
識
を
業
務
に
活
か

す
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
、
２
級
受
験
を
決
意
。

❷
学
習
期
間
は
約
２
カ

月
。
ま
ず
19
冊
の
テ
キ
ス

⑬ 

嶋
田 

拓
生

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社

Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
主
幹
技
師
／
医
療
経

営
士
３
級

⑯ 
田
邊 

秀
樹

医
療
法
人
交
詢
医
会
大
阪
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
事
務
部
医
事
部
長
／

医
療
経
営
士
３
級

⑰ 

中
尾 

廣
次

医
療
法
人
厚
生
会
道
ノ
尾
病
院
事
務
主

任

⑲ 

中
村 

芳
宣

田
辺
三
菱
製
薬
株
式
会
社
埼
玉
支
店
推

進
課

❶
昨
年
４
月
、
人
事
異
動

で
県
立
病
院
の
事
務
局
勤

務
に
な
り
、
病
院
の
基
礎

的
事
務
及
び
医
療
経
営
の

知
識
を
習
得
す
る
た
め
。

❷
約
２
カ
月
間
、
ほ
ぼ
毎

日
１
時
間
程
度
学
習
。
学

習
範
囲
が
広
い
の
で
、
重

要
箇
所
を
中
心
に
テ
キ
ス

ト
の
内
容
を
ま
と
め
、
試

験
前
２
週
間
を
暗
記
に
充

て
た
。
暗
記
カ
ー
ド
ア
プ

リ
を
活
用
し
、
時
間
短
縮

と
重
要
項
目
の
絞
り
込
み

を
し
た
。
両
分
野
で
共
通

す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、

関
連
付
け
て
理
解
し
た
。

❸
今
後
も
患
者
数
・
利
益

増
加
に
取
り
組
み
、
経
営

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

進
行
中
の
新
病
院
建
築
で

は
効
率
的
・
合
理
的
に
運

用
で
き
る
よ
う
設
計
を
考

え
る
等
、
実
務
に
お
い
て

知
識
を
発
揮
し
た
い
。

❹
医
療
経
営
士
の
知
名
度

を
上
げ
る
活
動
を
大
々
的

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

過
去
問
題
を
公
開
す
る
こ

と
で
受
験
者
を
獲
得
で
き

る
と
思
う
。

❶
当
資
格
誕
生
は
、
あ
る

医
師
の
合
格
に
よ
り
知
っ

た
。
そ
し
て
昨
年
の
国
際

モ
ダ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ョ

ウ
の
展
示
ブ
ー
ス
で
実
際

に
テ
キ
ス
ト
を
見
て
、「
医

療
界
に
身
を
置
き
、（
製

薬
会
社
も
）チ
ー
ム
医
療

を
担
う
一
員
で
あ
る
な
ら

ば
修
得
す
べ
き
内
容（
知

識
）だ
」と
２
級（
直
接
）受

験
を
決
意
。

❷
９
、
10
月
の
日
曜
日
は

ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や

し
３
級
分
は
キ
ー
ワ
ー
ド

を
覚
え
、
２
級
は
内
容
を

深
く
理
解
す
る
よ
う
努
め

た
。

力
が
問
わ
れ
る
た
め
、
幅

広
く
関
連
書
籍
や
雑
誌
に

接
す
る
の
も
有
効
。

❸
市
場
で
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
る
機
器
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
臨
床

ニ
ー
ズ
掘
り
起
こ
し
と
医

療
経
営
の
視
点
を
併
せ
持

つ
複
眼
思
考
が
不
可
欠
と

考
え
る
。
こ
れ
を
契
機
に

医
療
関
係
者
と
の
人
脈
を

広
げ
た
い
。

❹
現
場
訪
問
や
具
体
事
例

に
基
づ
く
勉
強
会
等
、
医

療
経
営
士
相
互
が
交
流
す

る
場
を
作
っ
て
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
。

❶
当
院
理
事
の
誘
い
を
機

に
、
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
に
。

医
療
業
界
に
お
い
て
医
療

経
営
関
連
の
し
っ
か
り
と

し
た
資
格
制
度
が
今
ま
で

❸
こ
の
資
格
の
認
知
度
を

少
し
で
も
上
げ
て
い
く
た

め
に
、
医
療
機
関
等
を
訪

問
し
た
時
や
社
内
で
紹

介
。
ま
た
、
経
営
層
と
の

医
療
経
営
に
関
す
る
談
義

に
備
え
て
、
学
習
を
継
続

す
る
努
力
を
し
て
い
る
。

❹
２
級
の
質
を
担
保
し
て

い
く
た
め
の
情
報
発
信
や

情
報
交
換
、
研
修（
研
鑽
）

の
場
の
提
供
。

ま
と
め
な
が
ら
精
読
。
そ

の
ノ
ー
ト
は
手
帳
に
挟

み
、
業
務
中
、
関
連
知
識

を
リ
マ
イ
ン
ド
し
な
が
ら

業
務
に
当
た
っ
た
。

❸
当
院
の
経
営
に
、
よ
り

深
く
か
か
わ
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、（
特
に
）事
務

職
員
の
研
鑽
の
１
つ
と
し

て
、
標
準
的
な
ス
キ
ル
モ

デ
ル
の
一
環
と
な
る
よ

う
、推
薦
し
て
い
き
た
い
。

❹
医
療
関
係
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
同
士
の
、
利
害

関
係
の
な
い
状
態
で
の
交

流
の
場
の
提
供（
毎
月
の

「
医
療
経
営
道
場
」〈
関
東

支
部
主
催
〉の
継
続
）。

し
、
電
子
書
籍
の
予
想
問

題
集
を
２
回
解
い
た
。

❸
ま
ず
は
学
ん
だ
こ
と
を

業
務
の
中
で
実
践
し
な
が

ら
理
解
を
深
め
、
１
つ
ひ
と

つ
理
論
を
試
し
て
い
き
た

い
。
次
は
発
信
、
教
育
、

継
続
学
習
に
注
力
し
た
い
。

❹
合
格
後
も
継
続
的
に
学

べ
る
機
会
の
提
供
と
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
提
供
を
望

み
た
い
。

⑫ 

小
林
　
博

北
九
州
総
合
病
院
事
務
部
副
部
長

⑭ 

髙
畑 
愛

公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
管
理
部
総
務

課
主
査
／
医
療
経
営
士
３
級

⑮ 

竹
内 

加
那
子

医
療
法
人
邦
徳
会
邦
和
病
院
医
事
課
副

主
任
／
医
療
経
営
士
３
級

❶
昨
年
６
月
に
関
西
支
部

設
立
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し

て
感
じ
た
皆
様
の
向
上
意

欲
と
、
こ
の
資
格
を
通
し

て
皆
様
と
情
報
交
換
等
の

交
流
が
図
れ
る
と
確
信

し
、
２
級
挑
戦
を
決
意
。

❷
６
月
か
ら
毎
日
必
ず
１

⑱ 

中
村 

和
司

茨
城
県
立
中
央
病
院
事
務
局
会
計
課
課

長
／
医
療
経
営
士
３
級

時
間
以
上
テ
キ
ス
ト
を
読

み
込
ん
だ
。
最
初
は
わ
か

ら
な
く
て
も
、
と
に
か
く

読
み
進
み
２
回
目
以
降
は

理
解
し
な
が
ら
重
要
な
箇

所
は
マ
ー
カ
ー
で
線
を
引

い
た
。

❸
テ
キ
ス
ト
内
容
は
経
営

学
や
財
務
諸
表
の
理
論
が

多
く
、
実
践
に
お
け
る
応

用
に
つ
い
て
は
研
究
会
で

諸
氏
の
意
見
を
聞
い
て
研

鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
。

❹
支
部
研
究
会
の
開
催
を

は
じ
め
他
支
部
と
の
交
流

の
場
も
設
け
て
い
た
だ
き

地
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
広

い
視
野
を
も
っ
た
医
療
経

営
士
の
育
成
を
望
む
。
ま

た
そ
の
よ
う
な
研
究
会
の

開
催
の
実
績
を
基
に
医
療

経
営
士
の
資
格
の
認
知
度

を
高
め
病
院
経
営
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

い
う
く
ら
い
ま
で
に
成
長

し
て
ほ
し
い
。

⑳ 

原
　
尚
宏

エ
ム
ス
リ
ー
株
式
会
社
／
医
療
経
営
士

３
級㉑ 

伴
　
侯
一
郎

ヤ
ン
セ
ン
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
医
療
政

策
統
括
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
医
療
経
営

士
３
級

❶
実
務
を
通
し
て
身
に
付

け
た
知
識
に
不
足
や
誤
り

が
な
い
か
を
客
観
的
に
確

認
す
る
べ
く
、
昨
春
に
３

級
を
受
験
。
学
習
を
続
け

る
た
め
引
き
続
き
２
級
に

も
挑
戦
。

❷
テ
キ
ス
ト
掲
載
の
項
目

の
中
か
ら
、
自
分
の
知
識

が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
部
分
を
抽
出
し
、
他

の
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
も
活
用
し
な
が
ら
弱

点
を
把
握
し
、
補
強
。

❸
現
在
、
製
薬
会
社
で
医

療
政
策
や
診
療
報
酬
等
の

調
査
業
務
に
従
事
し
て
い

る
が
、
そ
う
し
た
立
場
か

ら
、
医
療
経
営
に
携
わ
っ

て
い
る
方
に
対
し
て
、
間

な
か
っ
た
こ
と
自
体
不
思

議
に
思
っ
て
い
た
私
と
し

て
は
、
是
非
と
も
取
得
し

た
い
資
格
と
な
っ
た
。

❷
医
事
・
経
理
・
経
営
・

医
学
・
薬
学
等
、
業
務
上

必
要
な
内
容
が
多
く
記
述

さ
れ
て
お
り
、
私
と
し
て

は
自
身
の
今
ま
で
を
振
り

返
り
、
あ
る
い
は
見
直
し
、

将
来
へ
の
新
た
な
展
開
へ

の
大
き
な
き
っ
か
け
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

業
界
で
生
き
て
ゆ
く
自
信

も
少
し
つ
い
た
。

❸
医
療
・
介
護
・
福
祉
す

べ
て
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
経
営
感
覚
を
身
に

つ
け
た
い
。

❹
半
歩
先
を
行
く
医
療
経

営
情
報
を
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

ト
を
熟
読
し
、
電
子
書
籍

の
問
題
集
を
２
回
解
い

た
。

❸
現
在
、
県
立
病
院
の
事

務
局
会
計
課
長
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
、
習
得
し
た

医
療
経
営
の
知
識
を
活
か

し
、
自
院
の
経
営
分
析
等

を
行
い
よ
り
良
い
病
院
経

営
に
役
立
て
た
い
。

❹
病
院
経
営
に
関
す
る
情

報
提
供
、
講
習
会
や
勉
強

会
等
の
開
催
。
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㉒ 

東
浦 

清
晃

財
団
法
人
東
京
都
保
健
医
療
公
社
多
摩

南
部
地
域
病
院
庶
務
課
企
画
係
主
任
／

医
療
経
営
士
３
級

㉔ 

三
浦 
紀
彦

医
療
法
人
唐
虹
会 

虹
と
海
の
ホ
ス
ピ
タ

ル
医
事
課
課
長
／
医
療
経
営
士
３
級

㉕ 

水
上 

直
人

医
療
経
営
士
３
級

㉖ 

安
枝 

好
之

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
テ
ー
ジ
／

医
療
経
営
士
３
級

接
的
な
が
ら
も
適
切
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

❹
実
際
に
医
療
現
場
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
と
の
接

点
が
少
な
い
の
で
、
そ
う

し
た
方
々
と
の
接
点
や
意

見
交
換
が
で
き
る
場
を
積

極
的
に
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

❶
３
級
合
格
後
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
と
し
て「
必
ず

取
得
す
る
」と
い
う
意
気

込
み
で
取
り
組
ん
だ
。

❷
テ
キ
ス
ト
中
心
に
学

習
。
現
在
の
業
務
と
馴
染

み
深
い
内
容
は
通
読
し
、

馴
染
み
の
な
い
部
分
は
分

野
ご
と
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を

メ
モ
。
通
勤
時
間
に
そ
の

文
言
か
ら
内
容
が
思
い
出

せ
る
か
ど
う
か
を
反
覆
。

❸
世
間
に
は「
医
療
経
営=

事
務
職
の
仕
事
」的
な
考

え
が
ま
だ
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
こ
の
現

状
を
打
破
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
、
院
内
職
員
全
員

が「
経
営
」の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
多
方
面
に

浸
透
さ
せ
る
企
画
を
実
現

し
た
い
。

❹
医
療
経
営
士
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
資
格
で

あ
り
、
既
存
の（
医
師
や

看
護
師
等
）協
会
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
ト
し
た
研
修
会
や

調
査
会
の
設
立
等
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

㉓ 
藤
江 
肇
彦

協
和
発
酵
キ
リ
ン
株
式
会
社
営
業
統
括

部
担
当
課
長
／
医
療
経
営
士
３
級

❶
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関

連
に
つ
い
て
何
か
良
い
学

習
資
材
は
な
い
か
調
べ
て

い
る
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
知
っ
た
。
２
級
テ
キ

ス
ト
は
各
領
域
で
よ
く
ま

と
ま
っ
て
お
り
、
知
識
の

幅
を
広
げ
る
た
め
、
ま
た

習
得
度
を
測
る
た
め
に
２

級
試
験
に
挑
戦
し
た
。

❷
昨
年
９
月
頃
か
ら
テ
キ

ス
ト
を
読
み
始
め
た
が
、

そ
の
量
の
多
さ
に
心
が
折

れ
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、

「
直
前
ポ
イ
ン
ト
整
理
講

座
」（
日
本
医
療
企
画
）に

参
加
し
、
短
期
集
中
で
２

回
読
み
込
ん
だ
。
講
座
参

加
者
限
定
の
予
想
問
題
メ

ル
マ
ガ
で
出
題
傾
向
に
も

慣
れ
て
お
い
た
。

❸
社
内
で
Ｍ
Ｒ（
医
薬
情

報
担
当
者
）の
新
営
業
ス

タ
イ
ル
を
確
立
す
る
仕
事

に
携
わ
っ
て
お
り
、
医
療

施
設
に
医
療
経
営
及
び
医

療
の
質
向
上
の
参
考
に
な

る
情
報
提
供
や
提
案
が
で

き
る（
従
来
と
は
違
う
）付

加
価
値
を
持
っ
た
次
世
代

Ｍ
Ｒ
育
成
に
２
級
の
知
識

を
役
立
て
た
い
。

❹
テ
キ
ス
ト
の
こ
ま
め
な

改
訂
。
ま
た
医
療
経
営
士

同
士
の
質
疑
応
答
や
情
報

交
換
・
共
有
の
場
と
し
て

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ト
を
開
設
し
て

ほ
し
い
。

❷
医
療
経
営
士
３
級
試
験

合
格
後
、
直
ぐ
に
中
級
テ

キ
ス
ト
を
購
入
し
、
試
験

ま
で
に
テ
キ
ス
ト
を
３
回

通
読
。
電
子
書
籍
の
予
想

問
題
集
を
繰
り
返
し
解

答
。
病
院
内
で
総
務
・
経

❶
会
社
か
ら
の
紹
介
。
医

師
紹
介
業
を
行
う
上
で
、

医
療
経
営
の
知
識
の
修
得

の
必
要
性
を
感
じ
る
こ
と

も
多
く
、
さ
ら
に
競
合
と

差
を
つ
け
る
た
め
に
は
２

級
レ
ベ
ル
の
知
識
が
必
須

と
考
え
た
た
め
。

❷
本
格
的
な
学
習
開
始
は

試
験
１
カ
月
前
。
平
日
、

業
務
終
了
後
、
１
～
２
時

間
学
習
。
職
業
柄
、
医
療

機
関
の
経
営
層
と
話
す
機

会
も
多
く
、
現
場
で
聞
い

た
話
と
関
連
す
る
箇
所
を

テ
キ
ス
ト
か
ら
探
し
て
理

解
を
深
め
た
。

❸
医
療
機
関
の
経
営
方
針

等
を
把
握
し
、
経
営
方
針

に
あ
っ
た
医
師
を
紹
介
で

き
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
医
療
に
貢
献
し
た
い
。

❹
医
療
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
常
に
変
化
を
し
て

お
り
、
常
に
最
新
の
状
況

が
分
か
る
よ
う
な
資
料
等

を
公
開
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
回
の
試
験
の
内
容

が
、
来
年
ま
っ
た
く
変

わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
常
に
新
し
い
情

報
を
入
手
で
き
る
環
境
の

整
備
を
期
待
し
た
い
。

㉗ 

山
浦 

康
弘

国
立
病
院
機
構
宇
都
宮
病
院
事
務
部
事

務
部
長
／
医
療
経
営
士
３
級

❶
３
級
合
格
で
視
野
が
広

が
り
、
抵
抗
な
く
２
級
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
た
。

❷
テ
キ
ス
ト
を
読
む
だ
け

で
は
理
解
度
が
低
い
と
思

い
、
ポ
イ
ン
ト
を
ノ
ー
ト

に
ま
と
め
て
学
習
。

❸
今
後
も
テ
キ
ス
ト
を
用

い
て
病
院
経
営
の
幅
広
い

知
識
を
得
な
が
ら
、
院
長
・

副
院
長
・
看
護
部
長
も
含

め
他
職
種
と
の
信
頼
関
係

を
向
上
さ
せ
、
当
院
の
課

題
に
つ
い
て
実
践
面
か
ら

取
り
組
み
た
い
。

❹
診
療
情
報
管
理
士
を
投

入
す
れ
ば
、
診
療
録
の
管

理
や
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
質
の
向
上

と
い
っ
た
明
確
な
投
資
効

果
が
見
え
る
。
今
後
、
医

療
経
営
士
が
い
る
か
ら
こ

そ
変
化
し
た
、
経
営
改
善

が
で
き
た
と
い
う
事
例
を

集
め
、
外
部
に
向
け
て
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

㉘ 

山
口 

太
一

株
式
会
社
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ズ
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
本
部

❶
現
在
の
業
務（
医
療
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）と
の

関
連
も
深
く
、
体
系
的
知

識
を
身
に
つ
け
る
良
い
機

会
と
捉
え
て
取
り
組
ん

だ
。

❷
試
験
２
カ
月
前
か
ら

２・
３
級
の
テ
キ
ス
ト
を

熟
読
。
２
級
対
策
と
し
て

受
験
講
座
に
参
加
。
３
級

対
策
と
し
て
過
去
問
題

（
日
本
医
療
企
画
）を
用
い

た
。

❸
試
験
対
策
で
学
習
し
た

こ
と
を
活
か
し
、
現
在
の

業
務
に
お
い
て
多
角
的
な

視
点
で
分
析
・
提
案
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

❹
継
続
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
機
会
の
提
供
を
望

む
。

理
・
医
事
を
経
験
し
て
い

る
た
め
、
全
く
知
識
が
な

い
分
野
は
少
な
か
っ
た
。

医療経営士中級テキスト（一般講座）対応DVD
●全10巻（10枚組） ●定価：29,400円（税込）

 １巻 医療経営概論
 ２巻 経営理念・ビジョン／経営戦略
 ３巻 医療マーケティングと地域医療
 ４巻 医療ITシステム
 ５巻 組織管理／組織改革
 ６巻 人的資源管理
 ７巻 事務管理／物品管理
 ８巻 財務会計／資金調達（1）財務会計
 ９巻 財務会計／資金調達（2）資金調達
 10巻 医療法務／医療の安全管理

医療経営士中級テキスト（専門講座）対応DVD
●全9巻（9枚組） ●定価：26,460円（税込）

 １巻 診療報酬制度と請求事務
 ２巻 広報・広告／ブランディング
 ３巻 部門別管理
 ４巻 医療・介護の連携
 ５巻 経営手法の進化と多様化
 ６巻 創造するリーダーシップとチーム医療
 ７巻 業務改革
 ８巻 チーム力と現場力
 ９巻 医療サービスの多様化と実践

※一般・専門の各巻の分売のお取り扱いはできません。

　
　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の
総
合
情
報
企
業

株
式
会
社

日
本
医
療
企
画
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医
療
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育
成
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養
成
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健
康
で
豊
か
な
社
会
づ
く
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に
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献
す
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株
式
会
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38
人
が
合
格
し
た「
第
２
回
医
療
経
営
士
２
級
」試
験
。医
師
で
あ
り
、医
療
法
人
の
経
営
戦
略
部
長
を
務
め
る

宮
本
潤
一
氏
に
、資
格
取
得
の
動
機
、医
療
経
営
士
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

インタビュー

﹁
医
療
経
営
士
２
級
﹂資
格
認
定
試
験
合
格
者
に
聞
く
！

　
宮
本
潤
一

医
療
法
人
弥
生
会
吾
妻
さ
く
ら
病
院
理
事
／
医
師
／
医
療
経
営
士
３
級

医
療
法
人
社
団
さ
く
ら
ラ
イ
フ
・
グ
ル
ー
プ
本
部　

経
営
戦
略
部
長

―
― 

「
医
療
経
営
士
」を

取
得
さ
れ
た
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

宮
本　

私
は
現
在
、
臨

床
医
と
し
て
現
場
に
身
を

置
き
な
が
ら
、「
医
療
経
営
」

の
専
門
ス
キ
ル
を
持
つ
者

と
し
て
訪
問
診
療
、
訪
問

看
護
を
行
う
３
件
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
運
営
し
、
ま
た
、

系
列
施
設
に
病
院
、
介
護

施
設
を
持
つ
医
療
法
人
の

戦
略
立
案
に
も
関
与
し
て

い
ま
す
。
医
療
経
営
を
実

践
す
る
中
で
感
じ
た
こ
と

は
、
経
営
環
境
の
変
化
が

激
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

今
日
、
そ
れ
ら
に
対
応
す

る
た
め
に
は
総
合
的
な
知

識
や
ス
キ
ル
が
必
要
で
あ

る
と
言
う
こ
と
で
す
。

一
方
、
一
度
習
得
し
た

能
力
も
使
わ
な
い
と
錆
び

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
私

の
よ
う
に
医
療
経
営
を
実

践
し
て
い
る
者
で
も
、
能

力
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

に「
医
療
経
営
士
」の
資
格

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
最
適
で
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た

テ
キ
ス
ト
が
網
羅
的
に
充

実
し
て
い
る
の
も
魅
力
的

で
し
た
。

―
― 

医
療
者
の
立
場
と

し
て
病
院
事
務
部
門
に
求

め
る
医
療
経
営
像
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
本　

こ
れ
は
、
ど
の
組

織
に
も
共
通
す
る
こ
と
で

す
が
︱
︱
現
場
で
得
ら
れ

る
数
々
の
気
づ
き（
暗
黙

知
）を
経
営
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
現
場

で
働
く
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

に
一
定
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
報
告
や
提
案
の
仕
方

次
第
で
、
現
場
の
気
づ
き

が
活
用
さ
れ
る
か
否
か
の

差
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
専
門
職
集
団
で
あ
る

医
療
機
関
に
お
い
て
は
、

事
務
系
職
員
も
医
療
の
専

門
家
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
医
療
現
場
の
気
づ
き

を
活
か
し
た
改
善
活
動
や

経
営
戦
略
立
案
に
積
極
的

に
関
わ
る
存
在
に
な
っ
て

欲
し
い
で
す
ね
。

―
― 

医
療
経
営
士
と
し

て
追
求
す
べ
き
人
物
像
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

みやもと・じゅんいち●
1996年、東京医科大学医学部卒業、同
大学院入学。2005年、医学博士取得。
東京医科大学・医療情報学講座・助教。
同院・病院管理部兼務。2010年、BBT
大学大学院卒業、経営管理修士
（MBA）取得。児玉中央病院勤務。2011
年、吾妻さくら病院理事（理事長代理）、
医療法人社団さくらライフ・グループ本
部・経営企画部長を兼務。現在に至る。

病
院
事
務
部
門
に
求
め
ら
れ
るの
は
、

現
場
で
得
ら
れ
る
気
づ
き
を

経
営
に
活
か
す
スキル

関
東
支
部
が
正
式
発
足

安
藤
高
朗
氏
が
支
部
長
に

２
０
１
１
年
12
月
２

日
、
日
本
医
療
経
営
実
践

協
会
の
関
東
支
部「
設
立

発
起
人
会
・
設
立
総
会
」

が
日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
本
部
会
議
室（
東
京
都

千
代
田
区
）に
て
開
催
さ

れ
た
。

日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
関
東
支
部
に
は
関
東
地

域
の
医
療
機
関
経
営
者
５

名
の
ほ
か
、
協
会
本
部
か

ら
清
水
康
之
理
事
、
林
諄

理
事
の
２
人
も
参
加
。

● 

日
本
医
療
経
営
実
践

協
会
関
東
支
部

医療経営士のための

News
Topics

&

設
立
に
際
し
、
支
部
長

の
選
出
に
つ
い
て
協
議

し
、
安
藤
高
朗
氏（
医
療

法
人
社
団
永
生
会
理
事

長
）が
満
場
一
致
で
選
出

さ
れ
た（
※
役
員
構
成
は

表
を
参
照
）。

安
藤
支
部
長
は
就
任
の

挨
拶
と
し
て「
次
の
ダ
ブ

ル
報
酬
改
定
で
も
予
想
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
医

療
・
介
護
の
経
営
環
境
が

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

中
、
医
療
経
営
士
の
存
在

が
病
院
存
続
の
カ
ギ
と

な
っ
て
く
る
。
全
国
の
１

０
１
９
名
の
医
療
経
営
士

の
約
半
数
が
関
東
地
域
で

活
躍
。
そ
の
皆
様
に
対
す

る
資
格
取
得
後
の
実
践
能

力
向
上
機
会
の
提
供
、
つ

ま
り
研
修
・
教
育
体
制
構

築
が
本
支
部
の
使
命
で
あ

る
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
11
、
12
年
度
事

業
計
画
と
し
て
、
ゼ
ミ
形

式
の
研
究
会
、
セ
ミ
ナ
ー

の
定
期
開
催
等
を
合
意
。

宮
本　

医
療
が
高
度
化
・

専
門
化
し
て
い
く
中
、
重

要
と
な
る
の
は「
連
携
」と

考
え
ま
す
。「
医
療
経
営

士
」に
は
、
そ
の
際
の
橋

渡
し
役
と
し
て
率
先
し
て

チ
カ
ラ
を
発
揮
し
て
欲
し

い
で
す
。
病
院
勤
務
者
の

み
な
ら
ず
、
診
療
所
や
看

護
・
介
護
関
連
施
設
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
関
連
企
業
な
ど

も
含
め
た
多
職
種
の
人
た

ち
が
、「
医
療
経
営
士
」と

い
う
旗
の
も
と
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
情
報
を
共

有
す
る
事
で
、
医
療
連
携

が
円
滑
に
進
ん
で
い
く
こ

と
に
期
待
し
ま
す
。

―
― 
新
年
の
抱
負
を
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

宮
本　

今
年
は「One for 

all, all for one
」の
精
神

で
、
法
人
に
と
っ
て
も
私

自
身
に
と
っ
て
も
さ
ら
な

る
飛
躍
の
年
に
し
た
い
で

す
。
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前
回
に
続
き
、
災
害
時

に
お
け
る
医
療
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

側
面
か
ら
の
10
カ
条
を
述

べ
た
い
。

⑥  

「
存
在
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
」と
い
う

哲
学
の
根
本
に
か
か
わ

る
側
面
を
知
る

医
療
に
お
け
る
危
機
的

状
況
と
は
、
生
死
の
分
か

れ
目
に
出
会
う
こ
と
で
も

あ
る
。
対
象
者
の
死
に
出

会
っ
た
時
、
そ
れ
を「
医

療
従
事
者
の
敗
北
」と
と

ら
え
て
は
燃
え
尽
き
に
直

結
す
る
し
、
か
と
い
っ
て

機
械
的
な
対
応
は
非
人
道

的
の
誹
り
を
免
れ
な
い
。

肉
体
の
死
は
死
と
し
て
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
は
そ
の
人
の

人
格
が
消
滅
す
る
こ
と
と

は
異
な
る
。
記
憶
で
あ
れ

業
績
や
生
き
た
標
で
あ

れ
、
人
格
は
世
界
の
な
か

に
永
遠
に
存
在
し
続
け

る
。

⑦ 「
知
識
の
再
確
認
」（
①

や
⑤
と
も
関
連
す
る
）

危
機
的
状
況
に
陥
れ

ば
、
人
間
は
目
先
の
緊
急

事
態
に
目
を
奪
わ
れ
る
。

そ
の
時
参
考
と
な
る
の
が

知
識
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ

災害時におけるリスクマネジメント
コミュニケーションの側面からの
10カ条（その② 6～10カ条）

前回は、九州大学哲学会会長・地域健康文化学研究所所長の
荒木正見氏に災害発生時の心構えとして知っておきたい、コ
ミュニケーションの視点から考えるリスクマネジメントにつ
いて解説してもらった。今回は、残りの５カ条を紹介する。

リレー連載 医療経営士として押さえておくべき最新［医療経営］情報 第12回

る
が
、
そ
れ
に
は
限
界
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お

く
。
独
自
の
認
識
傾
向
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
時

に
哲
学
が
発
生
し
た
よ
う

に
、「
こ
れ
ま
で
の
」を
一

時
棚
上
げ
し
て
、
実
際
の

事
態
を
観
察
し
直
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
た
と
え

ば
同
じ
症
状
で
も
、
子
ど

も
と
高
齢
者
と
い
っ
た
対

象
者
に
よ
っ
て
対
応
が
異

な
る
場
合
も
あ
る
。ま
た
、

表
面
的
に
同
じ
症
状
で

も
、
急
性
か
慢
性
か
に

よ
っ
て
対
応
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
起

こ
り
得
る
。

⑧ 「
存
在
の
意
味
」（
⑥
と

も
関
係
す
る
）

人
は
、
他
者
や
他
の
も

の
、
事
柄
、
世
界
全
体
と

の
関
係
に
よ
っ
て
生
き
て

い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
は

他
や
環
境
に
働
き
か
け
、

他
や
環
境
は
自
分
に
働
き

か
け
て
い
て
初
め
て
生
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
成

立
す
る
。
こ
の
こ
と
が
社

会
全
体
を
も
総
合
的
な
医

療
チ
ー
ム
と
み
な
す
現
在

の
チ
ー
ム
医
療
の
考
え
方

に
つ
な
が
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

今
回
の
よ
う
な
大
災
害
は

こ
の
関
係
を
ず
た
ず
た
に

「
ゆ
と
り
」や「
健
康
」は
リ
スクマネ
ジメン
トの
１つ

す
る
。

も
と
の
状
態
に
戻
れ
な

い
な
ら
ば
、
孤
独
を
補
う

こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
に
高
齢
者
や

年
少
者
に
求
め
ら
れ
る

「
寄
り
添
う
医
療
」も
そ
の

１
つ
。そ
し
て
そ
の
後
に
、

自
立
を
促
す
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
安
心
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
支
援
へ

と
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
そ
の
際
に
は
豊

か
で
正
確
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
。

⑨「
ゆ
と
り
」

病
院
や
医
学
部
等
で
の

講
演
時
に
、
被
災
地
支
援

か
ら
帰
っ
て
き
た
人
の
心

理
状
態
が
気
に
な
り
、
そ

の
つ
ど
聞
い
て
み
た
。
当

初
は「
思
い
だ
す
の
も
辛

い
」と
の
感
想
が
多
か
っ

た
が
、
次
第
に
充
実
感
が

圧
倒
的
に
な
っ
て
き
た
。

ゆ
と
り
と
は
、
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

大
変
な
こ
と
を
真
剣
に
受

容
し
、
そ
こ
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
、
自
分
が
努
力
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
未
来
へ

の
礎
と
し
て
誠
実
に
と
ら

え
直
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
。

⑩「
健
康
」

医
療
従
事
者
に
と
っ
て

当
然
す
ぎ
る
こ
と
で
あ

り
、
対
象
者
の
健
康
を
第

一
に
行
動
し
て
い
る
こ
と

は
疑
う
余
地
は
な
い
が
、

問
題
は
医
療
従
事
者
自
身

の
健
康
で
あ
る
。
危
機
的

状
況
に
お
い
て
誠
実
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
つ
い
自

身
の
健
康
を
棚
上
げ
し
て

頑
張
っ
て
し
ま
う
、ま
た
、

頑
張
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
誠
実

な
医
療
従
事
者
が
倒
れ
で

も
す
れ
ば
、
多
く
の
救
わ

れ
る
べ
き
方
が
救
わ
れ
な

く
な
る
。
と
に
か
く
危
機

的
状
況
に
な
り
、
自
身
の

疲
労
が
蓄
積
し
た
こ
と
を

感
じ
た
ら
、
現
在
の
医
療

の
前
提
た
る
、
専
門
家
と

し
て
の
医
療
人
と
患
者
と

そ
の
家
族
と
社
会
の
す
べ

て
が
治
療
の
当
事
者
だ
と

い
う
チ
ー
ム
医
療
の
概
念

を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
全
体
に
よ
る
医

療
の
な
か
で
自
分
や
だ
れ

か
を
焦
点
と
す
る
チ
ー
ム

を
組
む
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
知
恵
や
工
夫
の
発
揮

し
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

＊

さ
て
、
ま
だ
挙
げ
た
い

こ
と
は
多
い
が
、
こ
れ
ま

で
述
べ
た
こ
と
は
医
療
従

事
者
に
と
っ
て
は
む
し
ろ

常
識
と
思
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
以
降
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
に
お
任
せ
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。改
め
て
、

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

還
っ
て
く
れ
ば
、
い
ま
こ

そ
、
そ
の
総
合
的
解
答
と

し
て
、
す
べ
て
の
人
々
に

「
善
く
生
き
る
こ
と
」、
そ

し
て「
等
し
く
幸
せ
に
な

る
こ
と
」が
強
く
問
わ
れ
、

そ
れ
を
基
盤
に
、
関
係
し

あ
っ
て
生
き
て
い
る
人
間

同
士
の
豊
か
で
確
実
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
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